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熱療法施行.2回日より Limac2.5Gyの直前照射を追

加. 1回終 J'後既に Au)､J･.-(_I,Tr'L-'.1滅′j/t.:,,7t.11回

終了後の胆道造影では肝管～総胆管の狭窄および肝内胆

管の拡張は改善,胆道系酵素も漸減し,温熱療法が薬効

したものと考えられた.

5)結腸癌会陰部再発紅潮する温熱療法の経験

: . ･ ● 一 一.｣両立 陽 一･松木

栓塞美智子 ( 同 麻酔科)

S状結腸癌術後余陰部再捌亜鉛二村LtjI(射線療法･Iくド

加混某蹄違:jUL､上混勲埴法 ･免疫1'L∵羊療法机も行し陣場

の壊死8脱落が認められた症例を経験したので報皆する.

症例｣は3歳里性で:.､日日 ,会陰朋剰払 植院で直腸･

潜既をこ直接浸潤する腸閉塵S状結腸癌のため Miles手

術施行.桁後l()Ll-十日!頂上.'l余陰部ト二伸塘出現.秩/,,に

大きくなるため温熱療法 身放射線療法の目的で当料紹介

入院となる. Å駈後,放射線療法をuIliは Gy, 22回計

舶Gy施行中途中より温熱療法を併用 し6回施行 した.

願轟部の温一度は最高 掴.4℃まで上昇 した｡蜜た免疫化

その結鼠 鷹癌の脱落,CEA の低下,組織学的な腰

癌蒔壊死が認められた一 しかし,腰痴周酢の健常皮膚の

熱傷十こ‖ニー. (‖叶で申lLした.会陰部;JLI:t∴ 凹凸しトリ㌔

･二,lL附､川巨 イりLr- /Iハ関取 加温 jj法にさ:LlL~二検討が

必要と思われた.

の経験
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新潟大学放射線科で 藍猶と机 0榊 APASによる照射餅

周温熱療法を行った骨盤 砂腹部の深夜性局所進行癌 i例

を報告 した.

症例は(jT歳LT)T･宮脚 前 ltlrlミ刷 ′1､pINlh･11(I_1'MtJ〕

管,原発巣が勝既に直接浸潤 し 傍来動脈までのリソバ

節転移が骨をこ直接捜潤 し,照射単独では制御困難と推測

こヽ′t弓こ.

放射線治療は 1回 LSGy (但 し,加温時のみ3Gy)

遇 5回で計 5;I(l'),ハ外部照射上 1回 tNr:TI,訂 〇･IC.1,

の腔内照射を行い,加温は子宮腔内温度 竣2.5℃30分を

fi標､l二上凋 1.回訂5l･,Tを行-,た.

目標温度まで昇鼠できたが了恒温槽を長期間維持 し難

かった (目標時間の亜%).これは,我々の臨床経験が

挽 く,局所の熱感 曲棒痛,下痢等の扇腔 欄のため加温に

長時間を要 し℡体温上昇のためと併せ患者の疲労感が強

かったことをこよる.

抗腰感効果は良好で,CT でも著明な慮感縮小 ｡中心

壊死の像を認め,-,儀 効果 PR逸-㌘Rbと判定 された.

特 別 講 演

全 身温熱療法の臨床

東京女子医科大学第-外科

構 両 lt:. 義 兄J卜

体外循環を応周 して血液を加温する.大腿動脈と静脈

にそれぞれ 9FT.サイズのカニュ-レを刺A L,動脈

より脱鹿し静脈に凝血する.血液加温は壕5℃を上限とし,

愚者体温は42℃を上限とする.37℃の患者体温は朝分間

I-･こ.:.･1:N!tl;･1∴トントト:I.加fFEZ.lLと相棒に (Tl)1)tJhllg症.-,-

い II,''､'1㌦.:/0.5111L,症 ,;tL-:NLTl】llLTkL,-f!:静厭内

に殿上 日工 Ll:汀 を:il耶 冊 守､トト:I. 7-･10日間に 1回

寒治療を施行 し,確固を旦夕-ルとしている,

r__恒ト::rV別項!H雄JJltit‖榔 二̀対し.述べ一仙‖坤7)令

身温熱療法を施行 した｡癌性療痛は鮒%の割合で消条 8

軒滅一巨:.､.'Ⅰ'川llW I11こlrk(,r･帖 耕畑バー上 本浩二.･′再 膏力

と思われる痛感はメラjMマ,乳癌,肺癌チコル トーて

などで,施行症例の40-ノ50%に P沢やMR が得られた事

Ⅳ期進行癌でも PeyformarweSはもusの良好な症例

に.良し､結果畑等こ､凍 上.


